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生物標本
＝ある生物がいつ、どこにいたかを示す物的証拠
＝さまざまな形で利用できる資源（研究・展示…）



サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営
する自然史標本データ
共有ネットワーク

• 博物館・研究所など100
機関以上

• 約660万件の標本情報
566件の研究員・学芸員
情報

• よりグローバルなデータ
ベースへの共有 参加館の所在地



http://science-net.kahaku.go.jp/

S-Netウェブサイト

• 自然史標本情報の検索
• データセットの検索
• 研究員・学芸員の検索
• 参加機関・検討中の機関向けの情報
• 活動記録
• マニュアル類



地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性情報を誰でも利用可能にする
情報基盤構築が目的の国際プロジェクト

• S-Netからも情報を発信
• データは様々な形で利用される

http://www.gbif.org/ja/



日本生物多様性情報イニシアチブ
Japan Initiative for Biodiversity Information (JBIF)

• 日本からGBIFへ生物多様性データを発信
• 文部科学省「ナショナルバイオリソースプロジェ
クト（NBRP）」の一課題
–実施機関：国立科学博物館・国立遺伝学研究所・
東京大学大学院総合文化研究科

https://www.gbif.jp/



GBIFとJBIF

S-Net参加
機関

研究成果
調査研究
プロジェクト

国立遺伝学研究所・
東京大学大学院総合文化研究科

国立科学博物館

JBIFウェブサイト S-Netウェブサイト
GBIFウェブサイト

JBIF



S-Net/JBIF関連最新状況
• 来年度からのNBRP第5期に申請中
• S-Netデータベースシステムの更新実施中
• GBIFサイエンスレビュー2020の和訳公開

JBIFウェブサイトの「お知らせ」もしくは
「ライブラリー」からダウンロード可能



第 38 回自然史標本データ整備事業による
標本情報の発信に関する研究会
「分類群同定の基礎と専門家・分類学者との連携」

2022年 2月26 日（土） 13 時30 分～ 16 時

主催：国立科学博物館
協力：NPO 法人西日本自然史系博物館ネットワーク



最近の研究会内容

• 第33回 地理情報の活用と新レッドチェッカーの紹介 (2019.6)
• 第34回 データ品質向上に向けてのテクニック (2020.2)
• 第35回 GBIF関連サイトの使い方とより品質の高いデータ提供のため
のテクニック* (2020.11)

• 第36回 標本データのチェックとクリーニングの技法* (2021.2)
• 第37回 S-Netを動画で学び活用する* (2021.7)
• 第38回 分類群同定の基礎と専門家・分類学者との連携* （2022.2）

※講習形式（上半期）と実習形式（下半期）で年2回開催；*はオンライン

オンラインでの実習デモ 限定動画公開



同定＝生物の名前を特定する作業

正確に同定された標本データを
公開いただくことが重要



ガが（ある程度）同定できるようになるまで

右も左も分からない。端から端まで図鑑
を見て絵合わせで調べる。

少し覚えてきた。図版に目星をつけ、解
説も使いつつ調べる。

だいぶ分かるようになった。論文や解説
記事を集めて新しい知識を得る。

外観での同定の限界に達した。解剖方
法を覚え、交尾器を観察して特定する。



正確な同定に必要なのは？

• 信頼できる書籍、最新の情報
• 形態観察のノウハウ、解剖等のテクニック
• 専門家への依頼

ヨツボシホソバ ウンナンヨツボシホソバ



最新の情報を手に入れる

（神保宇嗣 日本産蛾類総目録 http://listmj.mothprog.com/）



• イントロダクション（国立科学博物館神保宇嗣）
• 「図鑑を見ても名前がわからないのはなぜか？」を書いたのは
なぜか？（慶應義塾幼稚舎須黒達巳）

• 整理はしても、同定するな！維管束植物標本の山に立ち向か
う方法（国立科学博物館海老原淳）

• コケ植物の分類体系の現状と標本作製・コレクション管理（国
立科学博物館井上侑哉）

• （休憩）
• 日本産魚類の同定～方法，有用ツールおよび種名リスト～
（国立科学博物館中江雅典）

• ゴキブリ類の採集・標本作成時の取り扱いと日本産種の近年
の研究について
（竜洋昆虫自然観察公園柳澤静磨）

• 同定依頼：する側とされる側がやるべきこと
（神奈川県立生命の星・地球博物館渡辺恭平）

• 総合討論


